
はじめに　教科・領域の特質を生かした 1人 1台端末活用とは？

　2021年 4 月から全国一斉に、小学校 1年生から中学校 3年生まで、
1人 1台端末の活用が始まりました。
　まだ、ニューヨークやロンドンでは新型コロナウイルス感染拡大防
止による休校措置が続いていたにもかかわらず、日本の小・中学校で
はそれまでの学校教育のIT化の遅れを取り戻そうと、タブレットや
薄型ノートブックなどの 1人 1台端末による授業の効率化と活性化の
ために、GIGAスクール構想という世界に類のない壮大な教育実験が
始まったのです。
　小学校低学年でのログインに時間がかかったり、先生たちの研修が
間に合わなかったり、急なハイブリッド型授業の対応に追われたりと
いった混乱があったにせよ、先生方の努力のおかげで少しずつ授業に
もなじみはじめ、子どもたちも意欲的に集中して 1人 1台端末を楽し
そうに活用して学習の効果を高めています。
　急に大きな成果は生まれないにしても、子どもたちに授業を通して
育てたい資質・能力を明確にして、「主体的・対話的で深い学び」の
実現に向けた活用法を工夫していくことにより、子どもたちの学力向
上や人間関係力の向上に成果が現れ始めることを期待して、これから
も実践研究を進めていきたいと思っています。
　しかし、2020年に東京都町田市のある公立小学校 6年生が、 1人 1
台端末を使った同級生からのネットいじめの被害にあって自ら命を
絶ったことは残念でなりません。
　私がこれまで10年以上にわたって主張してきたように、「情報モラ
ル教育」ではインターネットを活用する時代にはいじめや犯罪は防げ
ないため、「ネット安全教育」が不可欠であるといった提案が文部科
学省にも教育委員会にも届かなかったのです。これを教訓として、こ
れからも一研究者として地道に、「ネット安全教育」の大切さを主張
し続けたいと思います。
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　さて、幸いなことに筆者が著した前著『GIGAスクール構想対応　
実践事例でわかる！ タブレット活用授業』（学陽書房、2021年）は、
多くの読者の皆さんにご好評をいただき、刊行 1年にして 6刷りを重
ねることができました。お読みくださった方々に深く感謝申し上げま
す。ありがとうございました。
　そして本書は、タブレット活用授業の実践の在り方を、多くの学年
と教科・領域において25事例を紹介し、具体的に提案したものです。
　また、新学習指導要領が提唱する「主体的・対話的で深い学び」に
よる授業づくりに 1人 1台端末を位置づけることにも努力し、新教育
課程にある小学校の先生方が明日からの授業ですぐに使える授業アイ
デアを豊富に提供しました。
　本書は、筆者にとって 2冊目となる、 1人 1台端末の活用法を提案
する実践ハンドブックです。本書の新しいテーマは、「 1人 1台端末
の教科・領域別活用法」です。国語科や社会科、算数科、理科、体育
科、特別活動といった各教科・領域の特質を生かした活用法を、小学
校での多くの事例を通して具体的に提案しています。
　2022年は 1人 1 台端末を導入してから 2年目をむかえて、各教科・
領域の特質を生かした活用法を工夫し、子どもたちが 1人 1台端末を
使いこなして課題解決的な学習に主体的に取り組むことを通して、教
科の学力向上とともに、多様な資質・能力を身につけていくことを心
から願っています。本書がその一助になれば幸いです。
　最後になりましたが、本書の執筆をおすすめくださった学陽書房編
集部の河野史香さんに心より感謝申し上げます。また、本書に収めた
優れた実践事例を紹介してくださった（株）ベネッセコーポレーショ
ンの木村祥子様に深く御礼申し上げます。さらに本書では京都府八幡
市立中央小学校の横山達雄校長先生をはじめとして、水谷智明先生、
高橋諒先生、岡村淳史先生には格別のご尽力をいただきましたことを
記して感謝申し上げます。ありがとうございました。
 2022年 3 月吉日
 早稲田大学教職大学院教授　田中　博之
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１人１台端末活用の「５つの基本原則」とは？
　まず初めに、 1人 1台端末を活用した授業づくりにとってもっとも
大切な、基本原則について解説しましょう。

教科の課題解決的な過程への位置づけを生かす！
　 1つめの原則は、新しい学習指導要領の授業づくりの基本原則であ
る課題解決的な学習の流れに沿って、 1人 1台端末の活用を考えるこ
とです。
　これは、本時 1時間の授業を作るときも、 1つの単元を構成すると
きも同じ原則があてはまります。
　たとえば、以下 6つの段階を考えるとしましょう。すると、一例と
して次のような 1人 1台端末活用の方法が位置づけられます。

①　導入　　　　興味・関心を高めるビデオ教材を視聴する
②　課題設定　　課題づくりのための基礎的な情報を検索する
③　自力解決　　デジタルワークシートに自分の考えを記入する
④　協働解決　　全員の考えを可視化して共有し考えを練り上げる
⑤　発表と討論　班ごとにスライドを提示して発表し交流する
⑥　まとめと振り返り　まとめと振り返りを書き込んで保存する
　なお、すべての段階で 1人 1台端末を活用する必要はありません。
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１人１台端末活用の
「５つの基本原則」とは？1

第１章　１人１台端末の教科別活用法と学習ステップ

教科の特質と育てたい資質・能力を生かす！
　次に考えたいのは、 1 人 1 台端末を活用する授業の教科・領域の特
質（特徴）を学習指導要領や教科書を参考にしてとらえて、 1人 1台
端末活用法を決めることです。その際に、その授業で子どもたちに育
てたい資質・能力も合わせて考慮するようにしましょう。
　たとえば、社会科の歴史的分野の授業では、学習指導要領で「社会
的な事象を時代の推移を基にして多面的に考察し表現する」ことが求
められていますから、鎌倉時代の単元で、子どもたちは授業前にクラ
ウドスペースにアップしておいた歴史絵図の 2枚のファイルを 1人 1
台端末で比較して見ながら、貴族の暮らしと対比した武士の暮らしの
特徴を発見して発表することができます。
　また、算数科の図形領域では「図形の性質に注目して、その特徴を
筋道をたててわかりやすく説明する」ことが求められるので、複雑な
面積の求積をする 4年生の単元で、ワークシートにあらかじめ描かれ
ている図形の上に、分割法、分離移動法、仮想補充法などの考え方を
1つ選んでデジタルペンで書き込みをしながら順を追って画面共有機
能を生かしてクラス全体に発表して討論することができます。
　このようにして、学習指導要領や教科書の記載事項やそこで求めら
れている活動内容をふまえることで、 1人 1台端末をどのようにして
活用すればそれぞれの教科・領域の目標をより効果的に達成すること
ができるかをイメージすることができるのです。
　もちろんこれらはあくまで一例にすぎませんから、本書の実践事例
を参考に、教科・領域の特質を生かした活用法を考え出すコツをつか
んでください。
　その際に、「紙と鉛筆、あるいはホワイトボードとマーカーで取り
組むより、タブレットを使った方がより効果が高い」かどうかはあま
り初めは悩むことなく、色々な活用法に挑戦してみて、子どもたちの
反応や感想を確かめながら改善していくことが大切です。
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上位語と下位語を関連づけて表現する授業
　この実践は、山梨県南アルプス市立八田小学校の 1年国語科単元「も
のの名まえ」で、子どもたちが 1人 1台端末を用いて、上位語と下位
語を関連づけて表現し、ものの名前クイズを出し合って語彙を増やし
ていく授業です。授業者は篠原洋子教諭です。本校の 1人 1台端末の
システム構成は、ChromebookとGoogle Classroomです。
　この単元の学習指導要領の位置づけは、国語科における「Ａ　話す
こと・聞くこと」の領域です。
　たとえば、上位語とは「くだもの」であり、下位語は「みかん」「バ
ナナ」「ぶどう」「りんご」などになります。子どもたちには、前者を
「まとめてつけた名まえ」、そして後者を「一つ一つの名まえ」という
いい方として教えています。
　本単元では、終盤の活動として「お店屋さんごっこ」を設定してい
て、そこで子どもたちが作った商品のカードを使って、お店での売り
買いの模擬体験を楽しみながら、上位語と下位語の関係に気づいて活
用できるようにすることをねらいとしています。
　本時では、子どもたちは 1人 1台端末を使って 1つの上位語とそれ
に関連づけた 4つの下位語を書き込んでツリー図を作り、上位語の枠
を同じ大きさの四角形で隠してクイズにして友だちと楽しんでいまし
た。
　本時のめあて、もんだい、まとめは、次のようになっています。
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事例①　国語科小学校１年

「ものの名まえ」
（話すこと・聞くこと）2

第２章　国語科の特質を生かした１人１台端末の活用

めあて　　 一つ一つの名まえとまとめてつけた名まえを正しくつかお
う。

もんだい　 ものの名まえクイズをつくろう。
まとめ　　 一つ一つの名まえとまとめてつけた名まえを正しくつかう

には、（つながり）に気をつける。
　本単元を通した学習内容は、「言葉を客観的に見つめ直し，言葉に
は意味によるまとまり（ある語句を中心として，同義語や類義語、対
義語など，その語句とさまざまな意味関係にある語句が集まって構成
している集合のこと）があること，さらには、一つ一つの名称（下位
概念）と全体の名称（上位概念）という関係があることを学習する。」
です（篠原洋子教諭作成：国語科学習指導案より引用）。
　子どもたちは、 1学期から系統的な指導のもと、生活科や国語科の
学習で 1人 1台端末とそこで活用できるGoogle Jamboardなどのアプ
リの操作、そしてカメラでの撮影操作に慣れ親しんでいます。
　さらに、本単元は、「主体的・対話的で深い学び」が成立するように、

写真2-1　オープンするお店屋さんの名前

写真2-3　上位語と下位語を書き込む 写真2-4　ルーブリックで自己評価をする

写真2-2　導入でクイズ作りの例示をする
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